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応じた 13 のグループ1 に分けられて構成された。第二群の 9 篇は、様々
な内容で、それ自体一つの「詩学 ars poetica」2 として見ることができ、
                                                   
1 Vgl. Benjamin, Walter: Gesammelte Schriften. Hrsg. v. Tiedemann, Rolf u. 
Schweppenhäuser, Hermann, Frankfurt am Main 1991, Bd. I. –VII., hier, Bd. 
VII. S. 575. 以下、ベンヤミン全集からの引用に際しては、略号GS. とともに巻号、
ページ数を本文中に記す。 
2 Vgl. Tiedemann, Rolf: Nachwort. In: Benjamin, Walter: Sonette. Frankfurt am 
Main 1986, S.85-96, hier S. 88.   
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3 ソネット群は紙束の形で残されていたが、それぞれの詩の成立年代は不詳である。
ただし、どのような紙に記されているか、どのような文字で書かれているかによっ
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4 Boie, Bernhild: Dichtung als Ritual der Erlösung. Zu den wiedergefundenen 
Sonetten von Walter Benjamin. In: Akzente. Jg. 31, Bd. 1, München 1984, S. 24. 
5 Boie: ebd. 


























                                                   
7 このことについては、『ドイツ悲哀劇の根源』の「認識批判的序論」で言われる「理
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それによれば、自ら自身を言い尽くすことと sich selbst aussprechen
と、他のすべてのものに呼び掛けること alles andere ansprechenが
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12 Vgl. Weigel, Sigrid: >Weiblich-Gewesenes< und der >männliche Erstgeborene 
seines Wekes<: Zur Bedeutung der Geschlechterdifferenz in Benjamins 
Schriften. In : Amstutz, Nathalie u. Kuoni, Martina (Hg.): 
Theorie-Geschlecht-Fiktion, Basel 1994, S. 89-104.  
13 Vgl. Görling, Reinhold: Die Sonette an Heinle. In: Benjamin Handbuch. 
Stuttgart/ Weimar 2006, S. 585-591, hier S. 588 
14 ベンヤミンの当時の婚約者グレーテ・ラートは、『アンファング』でこの違いに
ついて書いており、ベンヤミンもこの認識を共有していたように思われる。Vgl. GS. 
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18 Vgl. Kraft, Werner: Über einen verschollenen Dichter. In: Neue Rundschau, 
























                                                   
19 Vgl. GS. II. S. 858 
20 こうしたハインレについての伝記的事実を伝えるものとしては次のものが詳し
い。Wizisla, Erdmut: “Fritz Heinle war Dichter”. Walter Benjamin und sein 
Jugendfreund. In: Jäger, Lorenz u. Regehly, Thomas(Hg.): Was nie geschrieben 
wurde, lesen. Bielefeld 1992, S. 115-131. 
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22 Vgl. Benjamin, Walter. Gesammelte Briefe. Hrsg. v. Theodor W. Adorno 
Archiv, Frankfurt am Main 1995, Bd. I. S. 181. 
23 集まりには、ハインレと対立したバルビゾン、『行動』編集のフランツ・プフェ
ムファート、ケーテ・コルヴィッツの息子などがいた。ケーテ・コルヴィッツの日
記には「悲惨な集まりと悲惨な発言」という記述がある。Vgl. Wizisla: a. a. O. S. 
120. 
24 Kraft: a. a. O. S. 614. 
25 「ハインレにとって恥辱に満ちた事態の経過は、彼の自殺について別の光をあて
ている。彼の決断が、戦争の始まりによって引き起こされたのは確実だろうが、決
断は、彼の大きな文学的野望の挫折によって準備されていた」。Wizisla: a. a. O. S. 
120. ちなみに、自殺直後 1914年 8月 10日の『フォス新聞』で、ハインレとリカ・
ゼーリヒゾンの自殺について報じられているが、「愛の悲しみ Liebesgram」がその

















                                                   
26 例えば『アンファング』への文章掲載（「私のクラス」）にあたっては、ハインレ
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ができなかった」ため、掲載は拒絶されている。Vgl. Neue Rundschau. Jg. 70, Nr. 


























                                                   
31 ジョージ・L・モッセ『英霊――創られた世界大戦の記憶』（宮武実知子訳、柏書
房 2002年）59～76頁を参照。 
32 Benjamin, Walter. Gesammelte Briefe. Bd. I. S. 325-328. Vgl. Auch: Weber, 
Samuel: Der Brief an Buber vom 17. 7. 1916. In: Benjamin Handbuch. S. 603- 
608. 
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34 ベンヤミンのゲオルゲへの傾倒と離反については、以下のものを参照。Alt, 
Peter-André: ”Gegenspieler des Propheten”-- Walter Benjamin und Stefan 































ものが事柄の本質になるが、これは正しくない（GS. II. S. 150）。 
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節である（GS. IV. S. 86）。例えばティーデマンも、この「形姿を含んだ時間」の過




Deuber-Mankowsky, Astrid: Der Frühe Walter Benjamin und Hermann Cohen. 
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が現れ出る（GS. VII. S. 43）。 
                                                   
42 Wellek, Rene: Symbol and Symbolism in Literature. In: Wiener, Philip P. 
(Ed.): Dictionary of the history of ideas studies of selected pivotal ideas. New 
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ての理念が解き放たれるというのが重要」（GS. I. S. 217）であるとすれば、
そして、その「観想」に求められる「怠惰ならざる息遣い」は、「辛抱強
く、たえず新たに思考が開始され、こと細かに事柄そのものへと還ってい
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46 こうした思考は、例えば、カフカ論や『1900年頃のベルリンの幼年時代』など
であらわれる「意識的な体験から常にのがれ出て行くものを具現する」「せむしの小
人」のモティーフに凝集して現れている。Vgl. Deuring, Dagmar: “Vergiss das 
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48 Mehlman, Jeffrey: Walter Benjamin for Children: An Essay on His Radio 
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49 ベンヤミンが「死」というものに、いわば憑りつかれていたことは様々な角度か
ら指摘されている。Vgl. Chow, Rey: Benjamin’s love affair with death. In: New 
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らが（GS. VII. S. 52）。 
 
一番はじめのソネットでうたわれた「讃えられた名」はその「標徴」を打
ち立てるように顕現することはなかった。しかし、「イメージもしるしも
すべてさらわれ」ながら、「悲しみの回帰線」へと「まなざし」が入り込
んでいくとき、ただ「同じ苦しみが起こ」るのではなく、新たな季節が巡
りだす。季節は動かしがたい過去の「同じ苦しみ」を永遠に反復するので
はなく、新たな目覚めを孕んでいる。「名から来たるべき子供ら」が、「子
種 Samen」のうちで春を予感しつつうたたねしているのである。 
 
 72 
ここでの「讃えられた名」は響きだす前のものであるが、「沈黙」に沈
むだけでなく、「沈黙」の中には蠢めくものがある。この蠢きは単数の「名
Name」のうちにおいてではなく、複数の「名 Namen」から振動してくる。
複数の「子種 Samen」たちと韻において響きあいながら、春を待つので
ある。 
ハインレというひとつの「名」にしばりつけられつつ、悲しみを反復し
たベンヤミンのソネットが蒔いた種は、星のように静止した死者の「名」
から、下方へと散りばめられ、無数の「名」に宿っている。ベンヤミンの
悲しみの反復は、星において象徴的輝きをもたらすのではなく、同じ軌道
をたどりつつ昇っては沈んだ。ここに求められていたのは悲しみの永劫回
帰ではなく、反復の中での目覚めだったのである。ベンヤミンのソネット
には、ひとつの「死」を忘れないための、しかしそれに閉ざされないため
の祈り、終わらない弔いを反復しながら別の目覚めを待つ祈りが繰り返し
響いているのである。 
 
おわりに 
ベンヤミンのソネットにおいて見られる果てしない反復のリズムは、
『ドイツ悲哀劇の根源』においてみられる、際限のないアレゴリーの運動
と相応するものだろう。繰り返し空虚にいたりながらも、最後に反転と目
覚めが予感される点も似たものがある。『ゲーテの『親和力』』におけるオ
ティーリエの星のイメージ、『パサージュ論』その他で語られる「襞」の
モティーフ、『短い影』などにみられる「思考像」――これらの解明にソ
ネットの読解が大きな助けともなるだろう。 
 ソネットでは「象徴」による変容と救済が起こらず、その不可能が絶え
ず確認される形で、悲しみが反復されていた。生の流れの中では、そこか
ら永遠へと引き上げられるような救済の瞬間が訪れることはない。はかな
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さのうちに、多くのものが過ぎ去っていく。ベンヤミンは「死」という静
止状態において、ハインレとの間にあったイメージを忘却から守っていた。
そして、追想の中で、かつて見られなかった潜在的なものの種を育ててい
た。メランコリックな沈潜と言ってしまえば、それだけのものだが、沈潜
する者がやはり目覚めを待っていることを見なければならないだろう。問
題は、そこから何が生まれ出るかである。ハインレが蒔いた種、ソネット
への沈潜が蒔いた種は、やがてベンヤミンにおいて芽吹くことを我々は知
っている。死者たちの救済というものがあるとすれば、輝かしい者として
栄光に包まれることにおいてではなく、そのような新たな目覚めを共にす
ることにおいてなのかもしれない。 
